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手書きのフローチャートによるプログラミング教授法



















































































第９回 Java の使用方法（1） アプリケーションの作成（1）
第10回 Java の使用方法（2） アプリケーションの作成（2）
第11回 Java でのプログラミング（1） アプリケーションの作成（3）
第12回 Java でのプログラミング（2） アプリケーションの作成（4）
第13回 Java でのプログラミング（3） アプリケーションの作成（5）









 プログラ I プログラミング II 
1回 プログラムの作成について オリエンテーション 
2回 プログラム言語の種類 Webアプリケーション 
3回 データ構造（1） サーバの設定 
第4回 データ構造（2） Perl（1） 
第5回 アルゴリズム（1） Perl（2） 
第6回 アルゴリズム（2） Perl（3） 
第7回 フローチャート（1） Perl（4） 
第8回 フローチャート（2） Perl（5） 
第9回 Javaの使用方法（1） アプリケーションの作成（1） 
第10回 Javaの使用方法（2） アプリケーションの作成（2） 
11回 Javaでのプログラミング(1) アプリケーションの作成（3） 
12回 J vaでのプログラミング(2) アプリケーションの作成（4） 
13回 J vaでのプログラミング(3) アプリケーションの作成（5） 
14回 Javaでのプログラミング(4) アプリケーションの作成（6） 















 開 始 
お湯をそそぐ 
三分まつ 


































































ところにある．特に「n 点以上 m 点未満」という条件に対して，どのような対応が必要かを









































































int i = 0; 















































６）Excel（など Office 製品）では，マクロで VBA を利用するとプログラミングの基礎概念が
必要となる．しかしマクロでの VBA では，オブジェクト指向に加えイベントドリブンの考
えが必須となるため，基礎情報処理では VBA までは扱わず，操作の自動化までにとどめて
いる．
７）学生は講義中，手書きでフローチャートを記述したが，課題は PowerPoint を利用して描
画していた．PowerPoint において「図形」を挿入しようとした場合，標準的に「フローチャー
ト」に関する基本図形が準備されていることに由来する．
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